
■ 

辰
己 

百
恵 

議
員

道
の
駅
や
ち
よ

　
　
　

農
業
振
興
・
観
光
拠
点
充
実

の
た
め
、
施
設
の
改
修
と
農
業
交
流

セ
ン
タ
ー
へ
の
国
道
16
号
か
ら
の
取

り
付
道
路
が
必
要
。
国
・
県
か
ら
積

極
的
に
支
援
い
た
だ
く
よ
う
要
望
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
ち
っ
こ
」

問　

概
要
と
取
組
は
。

答　

令
和
３
年
子
ど
も
部
母
子
保
健

課
内
に
設
置
。
他
機
関
、
地
域
と
連

携
し
て
切
れ
目
な
く
、
子
育
て
家
庭

を
見
守
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
ど
も
部
）

　
　
　
「
や
ち
っ
こ
」
の
周
知
及
び

流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
も
母

子
保
健
法
上
の
支
援
対
象
者
で
あ

り
、
悲
し
み
や
喪
失
感
を
支
え
る
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

要
望
。

第
２
次
や
ち
よ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン問　

今
回
の
プ
ラ
ン
と
取
組
は
。

答　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
本
市

の
課
題
を
踏
ま
え
て
37
の
取
組
に
集

約
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
Ｄ
Ｖ
防
止

等
の
図
書
資
料
の
展
示
や
女
性
消
防

団
と
の
連
携
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
部
）

八
千
代
市
地
域
福
祉
計
画

問　

概
要
は
。

答　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
３

つ
の
基
本
目
標
と
19
の
施
策
の
方
向

性
を
定
め
ま
し
た
。（
健
康
福
祉
部
）

問　

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社

協
」）
と
の
連
携
は
。

答　

社
協
が
行
っ
て
き
た
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
と
市
民
と
の
つ
な
が
り

が
重
要
と
考
え
、
引
き
続
き
連
携
し

て
ま
い
り
ま
す
。　
（
健
康
福
祉
部
）

　
　
　

市
民
は
、
八
千
代
市
の
宝
で

あ
り
資
源
で
あ
る
の
で
、
連
携
を
強

化
し
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
。
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第
３
回　

定
例
会

第
３
回　

定
例
会

第
２
回　

定
例
会

■ 

江
野
澤 

隆
之 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

問　

感
染
者
数
は
。

答　

８
月
31
日
現
在
の
総
数
は
３
２

１
３
人
で
す
。　
　
　
　
　
（
市
長
）

問　

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
本
市

の
取
組
は
。

答　

施
設
の
利
用
制
限
と
事
業
の
縮

小
や
中
止
。
迅
速
な
情
報
周
知
や
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
市
長
）

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

11
月
ま
で
に
、
接
種
を
希
望
す

る
方
へ
の
接
種
完
了
を
見
据
え
、
ワ

ク
チ
ン
供
給
量
に
応
じ
て
予
約
枠
を

追
加
し
、
効
率
的
な
接
種
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
８
月
下
旬
よ
り

妊
娠
中
の
方
及
び
妊
婦
を
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
優
先
接
種

の
予
約
受
付
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
）

農
業
振
興

問　

土
地
改
良
事
業
の
概
要
及
び
進

捗
状
況
は
。

答　

桑
納
川
沿
岸
土
地
改
良
区
は
、

既
に
尾
崎
地
区
に
お
い
て
再
基
盤
整

備
を
完
了
。
残
り
の
未
整
備
地
区
で

あ
る
桑
橋
・
寺
台
・
高
本
地
区
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
作
業
を
開
始
。
令

和
２
年
に
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し

て
国
の
事
業
採
択
を
受
け
て
お
り
、

事
業
費
は
、約
９
億
円
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
環
境
部
）

問　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　

事
業
期
間
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
７
年
度
ま
で
。
今
年
度
は
地
区
境

界
測
量
完
了
後
、
道
路
・
水
路
及
び

水
田
の
区
画
を
定
め
る
実
施
設
計
業

務
や
土
地
評
価
基
準
原
案
作
成
を
進

め
ま
す
。
面
工
事
は
令
和
４
年
度
か

ら
２
か
年
、
暗
渠
排
水
工
事
は
５
年

度
か
ら
２
か
年
で
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
環
境
部
）

他
の
質
問
項
目

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
、生
産
緑
地
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

■ 

成
田 

忠
志 

議
員

市
長
の
方
針

問　

２
期
目
の
取
組
、
市
庁
舎
整
備
、

副
市
長
人
事
に
つ
い
て

答　

最
優
先
課
題
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

収
束
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
、
多
く

の
方
々
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
を

最
重
要
事
項
と
し
、
他
に
人
口
減
少

問
題
や
京
成
電
鉄
㈱
と
の
包
括
連
携

協
定
を
契
機
に
駅
周
辺
整
備
の
検
討

に
取
り
組
み
た
い
。
副
市
長
人
事
に

つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

　

市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
社
会
環

境
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
た
め
に

基
本
計
画
、
基
本
設
計
を
踏
ま
え
な

が
ら
も
現
在
の
計
画
で
よ
い
の
か
見

直
し
を
含
め
再
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

　
　
　

会
派
自
由
民
主
党
と
し
て
、

青
森
市
役
所
や
土
浦
市
役
所
の
よ
う

に
駅
前
に
あ
る
市
役
所
の
利
便
性
を

紹
介
し
た
。

行
政
手
続

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

と
、
現
在
県
警
が
所
管
す
る
運
転
免

許
証
の
住
所
変
更
手
続
を
庁
内
で
取

り
扱
う
可
能
性
に
つ
い
て

答　

現
在
の
カ
ー
ド
交
付
率
は
33
・

９
％
で
国
・
県
よ
り
高
い
。
窓
口
で

の
カ
ー
ド
申
請
手
続
と
し
て
、
本
年

１
月
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用

し
て
顔
写
真
の
撮
影
や
申
請
等
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
マ
イ

ナ
ア
シ
ス
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
本

年
７
月
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
増
設
。

商
業
施
設
等
で
の
出
張
申
請
受
付
の

申
請
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
の
手
続
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
体
化
す

る
と
さ
れ
る
令
和
６
年
度
末
を
待
ち

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

危
機
管
理

問　

防
災
無
線
の
設
置
状
況
に
つ
い

て答　

現
在
、
装
置
に
つ
い
て
ア
ナ
ロ

グ
方
式
で
の
通
信
が
行
え
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
新
設
４
局
を
含
む
デ
ジ

タ
ル
化
再
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

　
　
　

地
域
に
よ
っ
て
は
防
災
無
線

装
置
未
設
置
の
場
所
が
あ
り
、
年
度

計
画
を
立
て
、
無
線
が
聞
こ
え
な
い

箇
所
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
よ
う
要

望
。

交
通
安
全
対
策

問　

信
号
機
の
視
認
に
つ
い
て

答　

市
管
轄
の
街
路
樹
付
近
の
対
策

は
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
対
応
し
て
い
る

が
、
民
地
の
樹
木
に
つ
い
て
は
土
地

所
有
者
に
対
応
を
依
頼
。
連
絡
が
取

れ
な
い
際
は
、
安
全
を
考
慮
し
、
暫

定
的
に
枝
払
い
等
の
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
都
市
整
備
部
）

個
別
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問
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要
望

要
望

要
望

要
望

要
望

防災道の駅やちよ
　防災道の駅とは、国土交通省が都道府県
の地域防災計画等で、広域的な防災拠点に
位置 付けられている道の駅を、「防災道の
駅」として選定し、防災拠点としての役割
を果たすための重点的な支援を実施するも
のです。千葉県では唯一、やちよが選定さ
れました。
　道の駅やちよにおいては、利便性向上の
ため、駐車場を 135 台増設されましたが、

「防災道の駅」として、災害時に求められ
る機能はもちろんのこと、平常時でも効率
的な活用が図られるような整備が進むよ
う、市と共に動いてまいります。

左から成田議員、伊東議員、大塚議員、林代表、江野澤議員、辰己議員



八千代市議会会派自由民主党　所属議員

令和４年１月発行

【阿宗橋一里塚の整備について（保
品地区）】
　市では、印旛沼流域かわまちづ
くり計画に基づき、今年度、阿宗
橋一里塚の休憩施設、トイレ、駐
車場等の整備工事を実施していま
す。令和４年４月供用開始の予定
です。今後、観光船（新川）の実

施に向けた調査をしています。また、船着場について、千葉県に
て３か所ほど、整備の予定をしています。

【観測井戸について】
　市では、過去に地下水汚染が確認された場所に、観測井戸を設
置し、汚染の状況を把握するための調査を行っています。
　代表質問した内容をやちよ市議会だより２月号で報告します。

　 都市常任委員長として、
・「八千代市自転車の放置防止
に関する条例の一部を改正する
条例の制定について」
・「路線の認定について」
・「村上橋補修工事の契約の締
結について」等の審査を行い、
議決いたしました。

　そして、「八千代台西７丁目道側法面劣化防止対策の実施につ
いて」の陳情書を、賛成者全員で採決いたしました。
　今後も、八千代市の為に活動していきますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

文教経済常任委員会にて 
問：令和２年度多面的機能支払交
付金の交付額確定に伴う返還金の
内容について
答：資源向上支払交付金の中にお
いて施設の長寿命化のための活動
費を新たに加えた事から、地域資
源の質的向上を図る共同活動費の
中で一部重複する事務費用を控除

することとなり、補助金の一部、２万２千円を返還するものです。 
問：水田対策事業の飼料用米等拡大支援事業において、補助金の
増額に対応する対象者や規模の増加について
答：対象者は 10経営体から５経営体増加し、15経営体となりま
した。対象面積規模は約3,193アール増加し、約6,189アール
となります。 

　令和３年度は福祉常任員会委員
長及び市庁舎整備に関する調査特
別委員会委員長として、主に委員
会運営に携わっております。
　昨年度からのコロナ対応で関連
する議案が審議されておりますが、
市民に関係することとしてワクチ
ン接種の申し込みでは電話やイン

ターネットでの申し込みがなかなかつながらないという事態も発
生し、その都度、市民の皆様の声を伺い、担当部に議会側の意見
を伝えてきました。また、執行部の考え方も委員会で伝えて頂く
ようにし、情報の共有化に努めてきました。

　令和３年１月19 日に、第41
代市議会議長に36歳の若輩者で
すが、就任いたしました。この間、
市民の皆様の声を頂き、議会とし
て「新型コロナウイルス感染症対
策に関する決議について」八街市
の痛ましい事故をうけて「児童・
生徒の通学路の安全対策の強化を

求める決議について」「東葉高速鉄道の通学定期の割引率引き上
げの早期実現を求める決議について」を全会一致で議決し、市長
に対して提出しました。今後とも市民の皆様に対して真摯に向き
あい、八千代市のために粉骨砕身してまいります。
　ご指導ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

　令和３年５月23 日執行の八千
代市議会議員補欠選挙にて選出し
ていただきました。「議会運営委
員会」「総務常任委員会」「広報委
員会」「市庁舎整備に関する調査
特別委員会」での活動に加え、９
月の第２回定例会、12 月の第３
回定例会にて、道の駅やちよ、子

育て支援、男女共同参画、地域福祉計画等について質問いたしま
した。
　そして「コロナ禍における女性（児童・生徒）の負担軽減に関
する決議について」を女性議員４名で上程し、全会一致で可決し
ていただきました。今後も、研鑽を重ねて、活動してまいります。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。 

会
派
代
表

林は
や
し　

利と
し
ひ
こ彦

伊い
と
う東　

幹み
き
お雄

江え
の
さ
わ

野
澤　

隆た
か
ゆ
き之

成な
り
た田　

忠た
だ
し志

辰た
つ
み己　

百も
も
え恵

議
長
大お

お
つ
か塚　

裕ゆ
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